


一歩進んで誰かが叫び



一秒進んで黙り込む。



走れば地鳴りが響き渡り



振り返ると何もない。



だけど俺は責められない。



それでも俺は英雄だから。



怪獣退治は俺しかできない。



何人犠牲で何人生存、
俺はそんなの興味ない。



興味は無いが、誰か死ぬ。



だけど多くの命を犠牲にしても、
俺がいなけりゃもっと死ぬ。



俺は罪深いのだ。
だから怪獣よ、俺が生きている間は



どうか絶滅しないでくれ。


